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海溝型地震震源域の深部プレート境界上で発生する、スロースリップイベント(SSE) の活動は、海溝型大地震
発生の前に変動する可能性が指摘されており(Peng and Gomberg, 2010)、SSE を引き起こすプレート境界面の
摩擦特性を知ることは、海溝型大地震の発生を知る上でも重要な鍵を握る。我々の最終目標は、GNSSによって
得られたSSE発生時の地表での変位データに対して、データ同化の手法の一つであるアンサンブルカルマン
フィルタ(EnKF)を用いることによりSSE断層面上のすべり発展と摩擦パラメータを推定し、海溝型地震の発生の
予測に役立てることにある。本研究では、シミュレーション計算によって得られたSSE発生時の断層面上のすべ
り速度や地表観測データに誤差を加えた模擬データを作成し、EnKFを用いて数値実験を行い、推定可能性につ
いて議論した。 
まず、均質半無限弾性体中の深さ20-40km のプレート境界上に傾斜断層を設定した。断層面上の摩擦力は速度
状態依存構成則に従うものとし、また発展則にはスローネス則を用い、準動的計算ですべり速度の時空間発展
を求めた。本研究では、摩擦パラメータＡ[kPa]，Ｂ[kPa]，Ｌ[mm]に対して、Ａ－Ｂ＜０（速度弱化）かつ摩
擦パラメータによって決まる臨界半径に対する断層のアスペリティの半径の比が１より少し小さい領域（条件
付安定すべり域）となるように摩擦パラメータを設定することにより、平均発生間隔約6ヶ月のSSEを再現する
力学的モデルを作成した。 
本研究では、このモデルと設定した真値、観測値(模擬データ)を用いてEnKFを用いた断層面上の摩擦パラ
メータおよびすべり速度・状態変数の推定についての数値実験を行う。EnKFは、力学的モデルの計算によって
得られた値（予報値）を、各タイムステップで観測値とそれらの分散共分散行列を用いて統計的に修正するこ
とで、最適な値（解析値）を推定する手法である。この分散共分散行列は初期値に乱数を与えて作った大量の
アンサンブルメンバーを計算することで得られる。 
まず、断層面上でのすべり速度をデータとした場合の実験結果から、SSE発生前後での断層面上でのすべりの浸
透や広がりをとらえる観測点配置が必要であることが分かった。また、実験を行う中で断層モデルの不確実性
を表すシステムノイズは可変にする必要があり、第一推定値(初期値)はより安定すべりに対応する摩擦パラ
メータ値にした方が良いことが分かった。さらに、この結果を基に、実際の場合に対応する地表観測点の場合
に必要な観測点密度や、偏った観測点分布に対する推定可能性についての実験を行い、実際に観測されている
SSE域での観測データに対して、本手法の適用可能性を議論した。その結果、豊後水道や東海沖SSEの地域には
適用できる可能性があり、今後これらの地域について数値実験による検証を行う必要がある。
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